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研究成果の概要（和文）：　本研究では、仮定法節と不定詞節の二つの構文を扱い、両者に存在する類似性と相違性が
どのような統語的メカニズムにより生じるかを明らかにすることを研究目的とした。
　まず、両者の共通性として、両方の節には透明性の効果が観察される。しかし、相違性として、仮定法節は定形節で
あるが、不定詞節は非定形節であると考えられている。このため、定形節は不透明になるという従来の考えは妥当では
ない。結論として、本研究では、仮定法節と不定詞節を観察することにより、従来の考えでは捉えることができなかっ
た、節の定形性と透明性の効果の関係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：     In this research, we have discussed subjunctive clauses and infinitive clause
s.  The main purpose of this study was to show what kind of syntactic mechanisms cause similarities and di
fferences between subjunctive clauses and infinitive clauses.
     It has been assumed that the transparency effect is observed both in subjunctive and infinitival clau
ses, but that subjunctive clauses are finite while infinitive clauses are nonfinite.  Thus, the traditiona
l idea that finite clauses are opaque is not appropriate.  In conclusion, we have shown in this study how 
the transparency effect connects with the finiteness of clauses from the current accepted point of view, b
y observing various kinds of phenomena in subjunctive clauses and infinitive clauses.
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１．研究開始当初の背景 

 従来の文法理論では、概ね、次の通りに考

えられてきた。 

 

 非定形節＝透明性の効果を示す 

 定形節 ＝透明性の効果を示さない 

 

しかし、仮定法節と不定詞節を観察すると、

この考えは適切ではないと考えられる。この

ことを明確にするために、両節の類似性と相

違性を以下に述べる。 

 

(1)類似性 : 透明性の効果 (transparency 

effect) 

 本研究が取り上げる類似性として、透明性

の効果が挙げられる。仮定法節は wh 島

(wh-island)を形成しない。そのため、別の

wh 句を仮定法節の内部から抜き出すことが

可能である。また、仮定法節内部に存在する

普遍数量詞(universal quantifier)は節外の作

用域を取ることが可能である。さらに、ロマ

ンス語系の言語においては、疎遠の効果

(obviation effect)が見られ、仮定法節内に存

在する代名詞は主節内の名詞句と同一指示

(co-reference)になることができない。これら

の例はいずれも、仮定法節の透明性の効果を

示している。同様に、不定詞節も wh島を形

成せず、さらに、普遍数量詞は節外での作用

域が可能となる。不定詞節に関しては、この

他にも接辞繰り上げ(clitic-climbing)等の顕

在的な移動現象においても、透明性の効果を

示す。 

 本研究は特に、透明性の効果に着目するが、

これ以外にも類似性として、以下の 3点を挙

げることができる。第 1に、不定詞節の代わ

りに仮定法節を用いる言語がある(スラブ語

族)。第 2に、命令文には、当該言語の仮定法

節もしくは、不定詞節(コントロール構文の補

部節)が使われるという一般化が存在する。最

後に第 3 として、意味論的観点においても、

仮定法節・不定詞節は非現実(irrealis)を意味

することが多い。 

 

(2)相違性: 定形性 

①仮定法節は定形節であるが、不定詞節は非

定形節である 

 本研究が取り上げる第 1 の相違点として、

両節の定形性に関する違いが存在する。定形

節は｢数や人称、時制や法により動詞が屈折

する節｣だと考えられる。この定義に従うと、

仮定法節では、直説法とは異なる屈折がみら

れることから定形節であると考えられる。一

方、不定詞は動詞の屈折を示さないため、非

定形節だということになる。 

 

②仮定法節は顕在的な主語を許すが、不定詞

節は許さない 

 第 2の相違点として、顕在的な主語を許す

かどうかが挙げられる。仮定法節では顕在的

な主語が生起できるが、不定詞節では生起し

ない。意味論や論理学では、顕在的な主語と

述部が存在すれば定形節だと定義される。こ

の定義に従えば、仮定法節は定形節となり、

一方、不定詞節は非定形節となる。 

 以上のように、仮定法節と不定詞節は共に、

透明性の効果を示すにも拘らず、定形性に関

しては異なると考えられている。このため、

本研究では、仮定法節と不定詞節の観察を通

し、節の定形性と透明性の効果に関する統語

的メカニズムの解明を試みた。 

 

２．研究の目的 

以下の 3点を本研究の目的とした。 

 

(1)仮定法節と不定詞節の類似性と相違性を

統語的に捉える理論を提示する 

 第 1に、仮定法節と不定詞節の類似性(特に、

透明性の効果)と相違性(定形性)を捉える統

語理論を提示する。本研究の予備研究として、

研究代表者は仮定法節に関しての研究を書



籍としてまとめ、世に問うている(Nomura 

(2006))。また、不定詞節に関しては、研究分

担者がまとめ、博士論文として提出している

(Kanno (2010))。このため、仮定法節と不定

詞節に存在する記述的一般化及び、従来の理

論では捉えられなかった問題は把握してい

る。この一般化と問題点を十分考慮し、極小

主義の枠組みの下、理論を形成する。 

 

(2)通言語学的な視点・通構文的な視点から研

究を進める 

 第 2に、形成された理論が(i)通言語学的に

妥当であるか、(ii)他の構文にも応用できるか

を検証し、その結果を提示する。通言語学的

な視点として、特に、ロマンス語族、スラブ

語族、日本語、韓国語を扱う。次に、通構文

的な視点とし、命令文、法助動詞(may, can, 

must等)を含む平叙文を扱う。このような通

言語学的・通構文的な検証をし、理論が説明

できる現象と説明できない現象を明らかに

し、提示する。 

 

(3)提示された理論から導き出される予測を

検証する 

 提示される定形性(finiteness)と透明性の

効果(transparency effect)に関わる理論が、

どのような理論的予測を導き出すかを十分

に検討し、その予測が適切であるかを検証す

る。 

 

３．研究の方法 

本研究においては、以下の 3つの方法を通

して研究を行った。第 1に、仮定法節及び不

定詞節に関する統語的メカニズムを提示す

る。第 2 に、(i)通言語学的に妥当であるか、

(ii)他の構文にも応用できるかを検証する。第

3 に、極小主義全体からみた場合の理論の位

置付けを検証することである。 

 

(1)統語的メカニズムの理論の提示 

 研究代表者と研究分担者が持っている資

料を整理した後、直ちに、仮定法節と不定詞

節に関する一般化を提示する。この両方の節

に適切な一般化の形成は、研究代表者と研究

分担の 2人で進める。さらに、この一般化を

踏まえ、極小主義の枠組みの下、理論形成を

行う。この理論形成は研究代表者により進め

られ、研究分担者は補助的に検証の役目を負

う。以上、形成された理論を学会で発表した

後、論文としてまとめ、提出する。 

 

(2)通言語学的視点・通構文的視点 

 上記(1)で形成した理論が(i)通言語学的に

妥当であるか、(ii)他の構文にも応用できるか

を検証する。この作業を通して、理論の発展

と修正を行う。まず、通言語学的にも妥当で

あるかどうかを検証するため、(i)日本語・韓

国語、(ii)ロマンス語族、(iii)スラブ語族を観

察する。これらの言語の仮定法節と不定詞節

は比較的研究が進んでいるため、理論の妥当

性を検証するために適切な言語だと考えら

れる。次に、形成された理論が他の構文にも

応用可能であるかを検証する。ここでは、命

令文、法助動詞(may, can, mustなど)を含む

平叙文等の様々な構文に応用できるかを検

証する。 

 以上のように、通言語学視点・通構文的視

点から得られた結果を発表し、論文としてま

とめ提示する。 

 

(3)極小主義全体からみた場合の理論の位置

付け 

 最後に、現行の生成文法理論である極小主

義の枠組みにおいて、形成された理論がどの

ような影響を与えるかを検証し、必要とされ

るべき、極小主義理論の問題点を提示し、そ

の解決法を明らかにする。特に、CP フェイ

ズ(位相)の観点から考察を進める。現在の極

小主義においては、節の定形性は CPフェイ

ズと関係すると考えられている。このため、



本研究が CPフェイズの概念に対し、どのよ

うな理論的貢献が可能であるかを調べ、その

結果を提示する。 

 

４．研究成果 

 以下の 3点を研究成果として挙げておきた

い。 

 

(1)節の定形性と透明性の効果に関する新た

な知見 

 従来、透明性の効果は非定形節において観

察されると考えられてきた。しかし、仮定法

と不定詞節を観察するとこの考えは誤って

いることを示すことができた。 

 

(2)CPフェイズに対する貢献 

現在の極小主義において、節の透明性は

CP フェイズ(位相)の特徴に還元されている。

これを踏まえ、透明性の効果と定形性の関係

の解明を試みる本研究によって、CP フェイ

ズに対する何らかの理論的貢献が果たせた

と考えられる。 

 

(3)実際の記述的な現象を基盤とした理論の

構築 

極小主義に基づく統語論は理論が中心と

なる傾向がある。しかし、仮定法と不定詞節

に関しては、生成文法初期から研究が続けら

れており、また、伝統文法などを含む生成文

法以外の理論でも多く研究されている構文

であるため、言語学的資料も多く、様々な現

象が観察されてきた。 

以上を踏まえ、本研究では、英語及びその

他の言語の経験事実(実際的データ)を重視し、

統語的メカニズムに関する理論を柔軟に修

正しつつ研究を進めた。結果として、言語理

論と経験事実のバランスの取れた仮説を提

示することができた。 
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